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１
月
２９
日
に
閣
議
決
定
が
予
定

さ
れ
て
い
る
平
成
２５
年
度
政
府
予

算
案
の
編
成
も
大
詰
め
を
迎
え
、

１
月
２４
日
に
「
平
成
２５
年
度
税
制

改
正
大
綱
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
。
１
月
２７
日
に
は
平
成
２５
年
度

地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
新
藤
総

務
相
と
麻
生
財
務
相
の
閣
僚
間
折

衝
が
実
施
さ
れ
、
地
方
交
付
税
、

地
方
の
一
般
財
源
総
額
な
ど
に
つ

い
て
、
政
府
の
方
向
性
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
税
制
改
正
大
綱
、
地
方

財
政
対
策
の
決
定
を
受
け
地
方
六

団
体
は
共
同
声
明
を
発
表
し
て
い

る
�
本
紙
３
・
４
面
に
掲
載
。
税

制
改
正
大
綱
、
閣
僚
折
衝
に
先
駆

け
て
、
地
方
六
団
体
で
は
１
月
２２

日
、
２５
日
に
相
次
い
で
総
務
大
臣

・
地
方
六
団
体
会
合
に
臨
み
、
地

方
六
団
体
の
代
表
者
が
新
藤
総
務

相
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
�

大
島
明
・
川
崎
市
議
会
議
長
）
は

１
月
１８
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
第
１
１
８
回
委
員
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
▽
平
成
２５
年
度
政

府
予
算
に
対
す
る
重
点
要
望
▽
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
対
応
に
関
す
る
要
望
―

を
決
定
し
た
。
協
議
事
項
は
地
方

財
政
関
連
な
ど
を
含
む
た
め
、
協

議
に
は
地
方
財
政
委
員
会
か
ら
斎

藤
賢
一
・
委
員
長
（
二
本
松
市
議

会
議
長
）
、
豊
岡
賢
二
・
副
委
員

長
（
妙
高
市
議
会
議
長
）
が
参
加
。

委
員
会
終
了
後
に
は
、
政
府
代
表

者
、
関
係
国
会
議
員
に
対
し
要
請

し
た
�
本
紙
２
面
掲
載
。

１
月
２２
日
の
会
合
は
、
東
京
・

全
国
都
道
府
県
会
館
で
実
施
さ

れ
、
本
会
か
ら
は
関
谷
博
・
会
長

（
下
関
市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
、

地
方
公
務
員
給
与
を
含
め
た
平
成

２５
年
度
地
方
財
政
対
策
に
関
し
、

国
と
地
方
の
間
で
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

３
日
後
の
１
月
２５
日
の
会
合
は

総
務
省
で
実
施
。
本
会
の
渡
辺
光

雄
・
副
会
長
（
藤
沢
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
、
新
藤
総
務
相
ら

国
側
に
対
し
、
地
方
公
務
員
の
給

与
、
地
方
一
般
財
源
総
額
確
保
な

ど
を
要
望
し
た
。

自自
民民
党党
総総
務務
部部
会会
にに
もも
要要
望望

１
月
２４
日
に
は
自
由
民
主
党
総

務
部
会
が
党
本
部
で
開
催
さ
れ
、

本
会
か
ら
渡
辺
・
副
会
長
が
出
席

し
た
。
議
題
は
▽
平
成
２５
年
度
予

算
編
成
▽
地
方
公
務
員
の
給
与
改

定
に
関
す
る
取
扱
い
―
な
ど
。

総
務
部
会
に
は
、
新
藤
総
務
相

も
出
席
。
新
藤
総
務
相
は
、
地
方

公
務
員
給
与
費
に
伴
う
地
方
交
付

税
の
削
減
つ
い
て
▽
地
方
に
実
現

不
可
能
な
こ
と
は
求
め
な
い
▽
地

方
の
今
ま
で
の
行
政
改
革
の
努
力

を
反
映
す
る
▽
給
与
削
減
で
浮
い

た
財
源
は
地
域
の
防
災
や
ま
ち
づ

く
り
に
使
う
―
と
主
張
し
地
方
側

へ
理
解
を
求
め
た
。
し
か
し
地
方

公
務
員
給
与
は
、
議
会
や
住
民
の

意
思
に
基
づ
き
地
方
が
自
主
的
に

決
定
す
る
も
の
。
地
方
六
団
体
と

し
て
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
に

係
る
地
方
交
付
税
を
一
方
的
に
削

減
す
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

２月５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８８市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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【１月２２日】関谷・本会会長

総総務務大大臣臣とと折折衝衝
【１月２５日】渡辺・本会副会長

地
方
税
財
源
の
確
保
で

国
対
・
地
財
両
委
が
要
請

新新藤藤総総務務相相にに対対しし面面談談すするる関関谷谷・・本本会会会会長長（（左左））

新新藤藤総総務務相相にに対対しし面面談談すするる渡渡辺辺・・本本会会副副会会長長（（右右））

国会対策委員長
大島明（川崎市）

地方財政委員長
斎藤賢一（二本松市）

（１） 平成２５年２月５日 第１８５８号
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委
員
会
終
了
後
、
大
島
・

国
対
委
員
長
を
中
心
に
地
財

の
斎
藤
・
委
員
長
、
豊
岡
・

副
委
員
長
が
加
わ
り
、
総
勢

１６
名
に
よ
る
実
行
運
動
班
を

編
成
�
左
下
掲
。
平
成
２５
年

度
政
府
予
算
に
対
す
る
重
点

要
望
�
左
掲
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
対
応
に
関
す
る
要
望
を

実
施
し
た
。

【
１
面
の
関
連
記
事
】

震
災
関
連
の
要
望
は
▽
復

旧
・
復
興
事
業
予
算
の
総
額

確
保
と
実
態
に
即
し
た
財
政

支
援
措
置
▽
原
発
事
故
の
影

響
等
へ
の
対
応
▽
復
興
庁
に

よ
る
支
援
▽
被
災
地
の
生
活

再
建
支
援
等
▽
地
域
産
業
の

復
旧
・
復
興
に
対
す
る
支
援

▽
公
共
施
設
等
の
復
旧
・
再

整
備
▽
被
災
者
に
対
す
る
社

会
保
障
等
▽
医
療
機
関
に
対

す
る
支
援
等
▽
今
後
の
防
災

対
策
等
―
の
９
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

平成２５年度政府予算に対する
重点要望

地方税財源の充実確保について
１ 地方交付税の増額による一般財源総額の
確保
地方財政計画に、社会保障関係費の自然増

など増嵩する財政需要を的確に反映すること
により、地方交付税を増額し、一般財源総額
を確保すること。
また、財源不足額については、臨時財政対

策債の発行等によることなく、地方交付税の
法定率の引上げにより必要額を確保するこ
と。
２ 都市税源の充実確保
（１）自動車重量税及び自動車取得税について
は、極めて厳しい地方財政の状況及び地球
温暖化対策などの観点から、代替財源を示
さない限り、市町村への財源配分の仕組み
を含め堅持すること。

（２）個人住民税の充実確保を図るとともに、
「地域社会の会費」という税の基本的な性
格を踏まえ、政策的な税額控除は導入しな
いこと。

（３）市町村の基幹税目である固定資産税につ
いては、その安定的確保を図ること。
なお、償却資産の根幹をなしている「機

械及び装置」に対する課税等については、
現行制度を堅持すること。

（４）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の地方
自治体における貴重な税源であることか
ら、現行制度を堅持すること。

３ 地球温暖化対策に関する地方税財源の確
保等
地球温暖化対策のために地方自治体が果た

している役割を踏まえ、地球温暖化対策のた
めの税の一定割合を地方に譲与する地球温暖
化対策譲与税を創設するなど、地方税財源を
確保する仕組みを構築すること。

地地
球球
温温
暖暖
化化
対対
策策
にに
関関
すす
るる

地地
方方
税税
財財
源源
のの
確確
保保
等等
もも
要要
望望

重
点
要
望
が
掲
げ
る
柱
の
１
つ

が
「
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
地
方

税
財
源
の
確
保
等
」
。
地
方
向
け

の
「
地
球
温
暖
化
対
策
譲
与
税
」

の
創
設
な
ど
を
通
じ
、
地
方
財
源

を
確
保
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

国
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
を
創
設
し
、
平
成
２４
年

１０
月
１
日
か
ら
段
階
的
に
税
の
徴

収
を
始
め
て
い
る
。
国
税
の
石
油

石
炭
税
な
ど
に
賦
課
し
、
２８
年
３

月
３１
日
ま
で
か
け
て
税
率
を
引
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
２４
年
度

で
は
３
９
１
億
円
の
税
収
を
見
込

む
。
２８
年
度
以
降
で
は
２
６
２
３

億
円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
。

譲
与
税
の
創
設
は
、
対
策
税
の

一
定
割
合
を
地
方
へ
配
分
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
。
地
球
温
暖
化
対

策
で
は
森
林
の
整
備
・
保
全
事
業

が
大
き
な
役
割
を
占
め
、
地
方
の

取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

実実
行行
運運
動動
班班
編編
成成
市市

▽
委
員
長
�
川
崎
市
▽
副
委
員
長
�
八

戸
市
▽
同
�
四
條
畷
市
▽
委
員
�
苫
小

牧
市
▽
同
�
魚
沼
市
▽
同
�
藤
沢
市
▽

同
�
大
和
市
▽
同
�
甲
府
市
▽
同
�
田

原
市
▽
同
�
高
砂
市
▽
同
�
鳥
取
市
▽

同
�
東
広
島
市
▽
同
�
阿
南
市
▽
同
�

石
垣
市
▽
委
員
長
（
地
方
財
政
委
員

会
）
�
二
本
松
市
▽
副
委
員
長
（
同
）

�
妙
高
市

国対・地財委の要望

�

�大島理森・自由民主党前副総裁、東日本大震災復興加速化本部長�棚橋泰文・
同党政務調査会長代理�伊藤渉・公明党総務部会長代理（左から５人目）、
魚住裕一郎・同党参議院議員（右から４人目）、古屋範子・同党衆議院議員
（右から２人目）�輿石東・民主党参議院議員会長

�

�

�

�

政府側�甘利明・経済再生担当、社
会保障・税一体改革担当、内閣府特
命担当大臣（経済財政政策）�根本
匠・復興大臣、福島原発事故再生総括
担当�片山さつき・総務大臣政務官

�

�

	

	石破茂・自由民主党幹事長（前列左か
ら２人目）、竹下亘・同党組織運動本部
長（前列右から２人目）
野田聖子・同
党総務会長�細田博之・同党幹事長代行
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「
平
成
２５
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」に
つ
い
て

本
日
、
「
平
成
２５
年
度

与
党
税
制
改
正
大
綱
」
が

決
定
さ
れ
た
。

昨
年
１２
月
の
総
選
挙
に

よ
る
政
権
交
代
の
後
、
平

成
２５
年
度
予
算
の
速
や
か

な
編
成
に
向
け
限
ら
れ
た

時
間
の
中
、
と
り
ま
と
め

に
あ
た
ら
れ
た
政
府
与
党

の
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
税
制
は

地
方
の
自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
方
の
意
見
を
聞
く

機
会
が
設
け
ら
れ
ず
、
地

方
の
声
が
必
ず
し
も
十
分

反
映
さ
れ
た
と
は
い
え
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
は
、
地

方
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え

た
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
求
め
ま
す
。

１

自
動
車
取
得
税

に
つ
い
て

自
動
車
取
得
税
に
つ
い

て
は
、
消
費
税
８
％
の
段

階
で
エ
コ
カ
ー
減
税
の
拡

充
な
ど
グ
リ
ー
ン
化
を
強

化
し
、
消
費
税
１０
％
の
時

点
で
廃
止
す
る
方
向
で
改

革
を
行
う
こ
と
は
明
記
す

る
一
方
、
そ
の
代
替
財
源

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
１０

％
段
階
で
自
動
車
税
に
お

い
て
新
た
な
課
税
を
実
施

す
る
な
ど
、
地
方
財
政
へ

は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な

措
置
が
明
記
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で

あ
る
。

自
動
車
取
得
税
は
、
道

路
特
定
財
源
と
し
て
創
設

さ
れ
、
平
成
２１
年
度
に
一

般
財
源
化
さ
れ
た
以
降

も
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回

る
道
路
の
維
持
・
整
備
費

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
、
道
路
や
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
老
朽
化
に

対
す
る
安
全
確
保
が
求
め

ら
れ
る
今
日
、
都
道
府
県

及
び
市
町
村
の
重
要
税
源

と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
税
制
改
正

に
向
け
た
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
団
体
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
、
都
道
府

県
及
び
市
町
村
に
減
収
が

生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
方
税
又
は
少
な
く

と
も
地
方
譲
与
税
に
よ
る

安
定
的
な
税
財
源
を
確
保

す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

措
置
が
同
時
に
実
施
さ
れ

な
い
限
り
は
、
自
動
車
取

得
税
は
廃
止
す
る
べ
き
で

は
な
い
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

２

地
球
温
暖
化
対

策
の
た
め
の
税
に

つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
に
つ
い
て
、
そ
の

使
途
を
森
林
吸
収
源
対
策

に
も
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
一
部
を
地
方
税

源
化
す
る
な
ど
、
地
方
の

役
割
等
に
応
じ
た
税
財
源

を
確
保
す
る
仕
組
み
を
創

設
す
べ
き
と
す
る
地
方
の

提
言
が
見
送
ら
れ
た
こ
と

は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

今
回
の
大
綱
に
お
い
て

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
方
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
早
急
に
総
合
的
な

検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の

税
制
改
正
論
議
を
通
じ

て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

地
方
公
共
団
体
が
果
た
す

役
割
を
適
切
に
反
映
し
た

新
た
な
地
方
税
源
化
等
の

制
度
が
速
や
か
に
創
設
さ

れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

３

個
人
住
民
税
に

お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
つ
い
て

消
費
税
引
上
げ
に
伴
う

住
宅
取
得
対
策
と
し
て
、

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
期

間
を
４
年
間
延
長
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
限
度
額
を

拡
充
し
、
こ
の
措
置
に
よ

る
個
人
住
民
税
の
減
収
額

は
、
全
額
国
費
で
補
て
ん

す
る
と
さ
れ
た
。

個
人
住
民
税
は
「
地
域

社
会
の
会
費
」
で
あ
り
、

新
た
な
税
額
控
除
の
導
入

は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
限
度
額
が
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲

の
範
囲
を
超
え
て
拡
大
さ

れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る

が
、
地
方
団
体
の
減
収
額

の
全
額
を
国
費
に
よ
り
補

て
ん
す
る
と
明
記
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
方
の
意
見
が

相
当
程
度
反
映
さ
れ
た
も

の
と
評
価
し
た
い
。

今
後
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
地
方
特
例
交

付
金
等
の
明
確
な
財
源
措

置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
。

平
成
２５
年
１
月
２４
日

地
方
六
団
体

全
国
知
事
会
会
長

山
田
啓
二

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

会
長

山
本
教
和

全
国
市
長
会
会
長

森

民
夫

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

関
谷

博

全
国
町
村
会
会
長

藤
原
忠
彦

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

�
橋

正

共同
声明
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平
成
２５
年
度
地
方
財
政
対
策
・
地
方
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
の
共
同
声
明

本
日
、
平
成
２５
年
度
地
方
財
政

対
策
に
関
す
る
閣
僚
間
折
衝
が
行

わ
れ
、
通
常
収
支
分
の
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
、
出
口
ベ
ー
ス
で
１７

・
１
兆
円
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
に
つ

い
て
、
平
成
２４
年
度
と
同
水
準
と

な
る
５９
・
８
兆
円
を
確
保
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

１
�
今
回
の
決
定
に
お
い
て
は
、

地
方
が
強
く
訴
え
て
き
た
一
般
財

源
総
額
確
保
の
要
請
に
応
え
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
や
地
域
の
元

気
づ
く
り
事
業
の
需
要
の
積
み
上

げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
地
方
交
付

税
の
別
枠
加
算
が
確
保
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
総
務
大
臣
を
は
じ
め
政

府
関
係
者
の
財
源
確
保
に
向
け
て

の
努
力
・
工
夫
に
つ
い
て
は
受
け

止
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
回
の
地
方
公
務
員
給
与

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
に

述
べ
る
よ
う
な
本
質
的
な
問
題
が

内
在
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

緊
急
経
済
対
策
や
大
胆
な
「
１５

ヶ
月
予
算
」
の
円
滑
か
つ
迅
速
な

実
行
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
国
と
地
方
が
協
働
し
て
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
こ

の
１０
年
あ
ま
り
の
国
を
は
る
か
に

上
回
る
地
方
の
行
財
政
改
革
の
努

力
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
な

く
、
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支

給
措
置
に
準
じ
て
地
方
公
務
員
の

給
与
の
削
減
を
求
め
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
反
映
し
て
地
方
交
付

税
を
削
減
し
た
こ
と
は
、
財
政
力

の
弱
い
団
体
ほ
ど
そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「
地
域
経
済
の
再
生
な
く
し

て
、
日
本
経
済
の
再
生
な
し
」
と

の
国
と
地
方
の
共
通
認
識
か
ら

も
、
極
め
て
問
題
で
あ
る
。

２
�
そ
も
そ
も
地
方
公
務
員
の
給

与
は
、
公
平
・
中
立
な
知
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、
議
会
や
住
民
の
意
思

に
基
づ
き
地
方
が
自
主
的
に
決
定

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
が
地
方

公
務
員
の
給
与
削
減
を
強
制
す
る

こ
と
は
、
地
方
自
治
の
根
幹
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

地
方
交
付
税
を
国
の
政
策
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用

い
る
こ
と
は
、
地
方
の
固
有
財
源

と
い
う
性
格
を
否
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
断
じ
て
行
う
べ
き
で
は
な

い
。我

々
地
方
六
団
体
は
、
国
と
地

方
の
信
頼
関
係
を
重
視
す
る
立
場

か
ら
、
地
方
と
の
十
分
な
協
議
を

経
な
い
ま
ま
、
地
方
公
務
員
給
与

費
に
係
る
地
方
交
付
税
を
一
方
的

に
削
減
す
る
今
回
の
よ
う
な
措
置

を
二
度
と
行
わ
な
い
よ
う
、
強
く

求
め
る
。
本
来
、
給
与
は
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体

の
条
例
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自

主
性
を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
強

く
求
め
る
。

３
�
ま
た
、
自
公
政
権
下
に
お
い

て
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
か

ら
３
・
５
万
人
の
国
家
公
務
員
の

削
減
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
国
に
お
い
て
早
急
か
つ
抜

本
的
に
地
方
並
み
の
定
数
削
減
を

断
行
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
公
務
員
の
総
人
件

費
や
給
与
適
正
化
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
中

長
期
的
な
行
財
政
改
革
の
中
で
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
の
あ
り
方
を
含
め
、

給
与
と
手
当
の
総
合
的
な
比
較
を

行
い
、
早
急
に
「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
」
等
に
お
い
て
十
分
協
議

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

平
成
２５
年
１
月
２７
日

地
方
六
団
体

全
国
知
事
会
会
長

山
田
啓
二

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会
長

山
本
教
和

全
国
市
長
会
会
長

森

民
夫

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長関

谷

博

全
国
町
村
会
会
長

藤
原
忠
彦

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

�
橋

正

１
月
２７
日
に
新
藤
総
務
相
と
麻

生
財
務
相
に
よ
る
閣
僚
折
衝
の
結

果
、
地
方
財
政
対
策
に
関
し
一
定

の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

国
、
地
方
間
で
激
し
い
議
論
を

交
わ
し
て
い
る
地
方
公
務
員
給
与

に
関
し
て
は
、
地
方
公
務
員
給
与

費
の
削
減
を
前
提
に
地
方
交
付
税

を
減
額
す
る
こ
と
で
両
相
の
折
衝

が
決
着
し
た
。
地
方
交
付
税
は
前

年
度
比
４
０
０
０
億
円
減
の
１７
兆

１
０
０
０
億
円
と
な
る
方
向
。

閣
僚
折
衝
の
結
果
を
受
け
地
方

六
団
体
は
同
日
中
に
「
平
成
２５
年

度
地
方
財
政
対
策
・
地
方
公
務
員

給
与
」
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
を

発
表
し
た
�
左
掲
。

地
方
で
は
既
に
国
を
大
幅
に
上

回
る
行
政
改
革
を
実
施
し
て
い
る

�
下
表
。
声
明
で
は
地
方
公
務
員

給
与
費
に
係
る
地
方
交
付
税
を
一

方
的
に
削
減
せ
ず
、
地
方
の
自
主

性
を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く

求
め
て
い
る
。

地地財財対対策策でで
共共同同声声明明へへ
地方六団体
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一
及
び
二

略

三

平
成
２５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

�

民
主
党
政
権
時
代
の
要
求
内
容
を
徹
底
し
て
精
査
し
つ
つ
、
各
省
庁
は
、
上
記
三
分
野（「
復
興
・
防
災
対
策
」、「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
（
民
間
投
資
の
喚
起
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
対
策
等
）」、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」）に
重
点
化
し
た
要
求
に
入
れ
替
え
て
１
月
１１
日
ま
で
に
財
務
大
臣
に
提
出
す
る
。（
以
下
略
）

四
及
び
五

略

一

略

二

平
成
２５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
く
要
求
や
「
日
本
再
生
戦
略
」
を
踏
ま
え
た
重
点
要
求
な
ど
に
つ
い
て
、
各
大
臣
が
施
策
の
意
義
を

見
直
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
、「
復
興
・
防
災
対
策
」、「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の
３
分
野
に
重
点
化
し
た
要
求
に
入
れ
替
え
て
、
１

月
１１
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

現
在
の
平
成
２５
年
度
予
算
の
要
求
総
額
が
前
年
度
予
算
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
の
現
在
の
要
求
額
又
は
前
年

度
予
算
額
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
が
、
新
た
な
要
求
が
短
期
間
で
精
査
が
難
し
い
な
ど
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
事
項
名
で
要
求
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

四
及
び
五

略

２２５５
年年
度度
予予
算算
でで
獲獲
得得
めめ
ざざ
すす

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
１
月
２３
日
、
東
京
・

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
自
民
党
の
国
防
部

会
長
ら
関
係
国
会
議
員
を
招
き
、

要
望
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

越
年
と
な
っ
た
平
成
２５
年
度
政

府
予
算
案
の
編
成
作
業
が
、
最
終

局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
で
の
会

議
開
催
。
同
協
議
会
が
重
点
要
望

に
掲
げ
て
い
た
「
基
地
交
付
金
・

調
整
交
付
金
の
増
額
確
保
」
の
実

現
に
も
熱
が
入
っ
た
。
基
地
・
調

整
両
交
付
金
は
、
こ
れ
ま
で
固
定

資
産
税
の
評
価
替
え
の
翌
年
度
、

元
年
度
か
ら
３
年
ご
と
に
増
額
改

定
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
２４

年
度
は
評
価
替
え
の
年
に
該
当

し
、
同
協
議
会
で
は
２５
年
度
予
算

も
増
額
確
保
を
目
指
し
て
い
た
。

年
の
瀬
に
政
権
交
代
が
あ
り
、

１２
月
２７
日
に
は
臨
時
閣
議
で
予
算

要
求
内
容
の
見
直
し
�
左
表
参
照

�
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

総
務
省
の
概
算
要
求
額
は
、
基
地

交
付
金
で
２
７
５
億
４
０
０
０
万

円
、
調
整
交
付
金
で
７０
億
円
。
政

権
与
党
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
同
協

議
会
と
し
て
は
両
交
付
金
の
満
額

確
保
を
果
た
し
た
い
と
こ
ろ
。
同

協
議
会
で
は
、
２
月
開
催
の
第
７６

回
総
会
へ
提
出
す
る
議
案
を
会
議

で
決
定
し
た
の
ち
、
要
望
懇
談
会

の
開
催
へ
と
至
っ
た
。
な
お
、
当

日
は
、
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
の
植
松
永
次
・
課
長
補

佐
と
防
衛
省
地
方
協
力
局
の
谷
井

淳
志
・
地
方
協
力
企
画
課
長
が
、

各
所
管
事
項
を
説
明
し
た
。

要
望
懇
談
会
や
防
衛
省
で
要
望

国
会
議
員
と
の
要
望
懇
談
会
で

は
、
来
賓
と
し
て
国
会
議
員
本
人

が
１８
名
、
代
理
人
が
２１
名
出
席
し

た
�
下
掲
。
要
望
懇
談
会
に
先
立

ち
、
役
員
会
後
に
は
神
田
隆
彦
・

会
長
、
山
本
留
義
・
副
会
長
（
会

長
職
務
代
理
、
む
つ
市
議
会
議

長
）
が
防
衛
省
地
方
協
力
局
の
山

内
正
和
・
局
長
、
同
局
の
前
田
哲

・
次
長
と
面
談
し
、
要
望
事
項
実

現
に
向
け
協
力
を
求
め
た
。

要要
望望
懇懇
談談
会会
出出
席席
国国
会会
議議
員員

本
人
出
席

▽
佐
々
木
紀
・
衆
議
院
議
員
▽
森
山
�

・
衆
議
院
議
員
▽
坂
本
哲
志
・
衆
議
院

議
員
▽
上
杉
光
弘
・
衆
議
院
議
員
▽
小

田
原
潔
・
衆
議
院
議
員
▽
北
村
誠
吾
・

衆
議
院
議
員
▽
寺
田
稔
・
衆
議
院
議
員

▽
磯
�
仁
彦
・
参
議
院
議
員
▽
井
上
信

治
・
衆
議
院
議
員
▽
岩
屋
毅
・
衆
議
院

議
員
▽
溝
手
顕
正
・
参
議
院
議
員
▽
大

�
拓
・
衆
議
院
議
員
▽
岸
信
夫
・
衆
議

院
議
員
▽
中
山
泰
秀
・
衆
議
院
議
員
▽

衛
藤
征
士
郎
・
衆
議
院
議
員
▽
塚
田
一

郎
・
参
議
院
議
員
▽
松
下
新
平
・
参
議

院
議
員
▽
木
原
稔
・
衆
議
院
議
員

代
理
出
席

▽
佐
藤
正
久
・
参
議
院
議
員
▽
義
家
弘

介
・
衆
議
院
議
員
▽
岡
田
直
樹
・
参
議

院
議
員
▽
中
原
八
一
・
参
議
院
議
員
▽

�
鳥
修
一
・
衆
議
院
議
員
▽
古
川
禎
久

・
衆
議
院
議
員
▽
古
川
俊
治
・
参
議
院

議
員
▽
木
原
誠
二
・
衆
議
院
議
員
▽
伊

藤
�
太
郎
・
衆
議
院
議
員
▽
白
浜
一
良

・
参
議
院
議
員
▽
丹
羽
秀
樹
・
衆
議
院

議
員
▽
野
村
哲
郎
・
参
議
院
議
員
▽
加

治
屋
義
人
・
参
議
院
議
員
▽
熊
谷
大
・

参
議
院
議
員
▽
町
村
信
孝
・
衆
議
院
議

員
▽
愛
知
治
郎
・
参
議
院
議
員
▽
江
藤

拓
・
衆
議
院
議
員
▽
鈴
木
憲
和
・
衆
議

院
議
員
▽
甘
利
明
・
衆
議
院
議
員
▽
大

野
敬
太
郎
・
衆
議
院
議
員
▽
関
口
昌
一

・
参
議
院
議
員

役員会と要望懇談会を開催

基基地地・・調調整整両両交交付付金金のの増増額額をを
全国市議会議長会基地協議会

平
成
２５
年
度
予
算
要
求
内
容
の
見
直
し
の
検
討
に
つ
い
て
（
平
成
２４
年
１２
月
２７
日
臨
時
閣
議
）

総
理
大
臣
指
示
（
抄
）

財
務
大
臣
発
言
（
抄
）

①
中
山
泰
秀
・
自
由
民
主
党
国
防
部
会
長
②
岩
屋
毅
・
同
党
安
全
保
障
調
査
会
長
③
衛
藤
征
士
郎
・
国
防
議
員
連
盟
会
長

�

�

�

基地協会長
神田隆彦（呉市）

山本留義・副会長（会長職
務代理・むつ市議会議長）

（５） 平成２５年２月５日 第１８５８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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明
年
度
政
府
予
算
案
の
閣
議
決

定
を
見
据
え
、
各
協
議
会
が
予
算

獲
得
に
向
け
た
動
き
を
活
発
化
さ

せ
て
い
る
。
全
国
高
速
自
動
車
道

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
田
村
雄

二
・
苫
小
牧
市
議
会
議
長
）
は
１

月
２４
日
に
要
請
活
動
を
実
施
し
た

ほ
か
、
全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
修

一
・
町
田
市
議
会
議
長
）
は
１
月

２１
日
に
盛
岡
市
内
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
、
要

望
書
を
決
定
し
た
。

１
月
２４
日
の
高
速
協
で
は
▽
建

設
促
進
▽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
促
進
▽
防
災
・
安
全
対
策
等

の
推
進
▽
料
金
制
度
―
の
４
項
目

に
関
し
政
府
代
表
者
、
関
係
国
会

議
員
へ
要
請
す
る
た
め
、
田
村
・

会
長
を
中
心
に
実
行
運
動
班
を
編

成
し
た
�
下
掲
。

要
望
の
う
ち
、
建
設
促
進
で

は
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
１
万
４

０
０
０
�
の
早
期
完
成
に
向
け
た

明
確
な
方
向
性
を
示
す
と
と
も

に
、
恒
久
財
源
の
確
保
に
万
全
を

期
す
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

高
規
格
幹
線
道
路
網
は
昭
和
６２

年
に
策
定
、
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
第
４
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」

で
１
万
４
０
０
０
�
の
供
用
延
長

が
達
成
目
標
と
さ
れ
た
。
し
か
し

現
在
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用

率
は
７
割
程
度
ほ
ど
で
、
依
然
整

備
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。

高
規
格
幹
線
道
路
は
、
流
通
や

観
光
等
に
よ
る
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
な
ど
、
重
要
な
社
会
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
震
災
な
ど
の
災
害

発
生
時
に
は
、
救
援
、
復
旧
活
動

の
た
め
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
使

用
さ
れ
る
な
ど
「
命
の
道
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

早
期
整
備
に
向
け
た
必
要
財
源

の
確
保
、
施
策
の
充
実
強
化
、
高

規
格
幹
線
道
路
を
補
完
す
る
地
域

高
規
格
道
路
の
早
急
な
整
備
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

実実
行行
運運
動動
班班
編編
成成
市市

▽
会
長
�
苫
小
牧
市
▽
副
会
長
�

小
樽
市
▽
同
�
大
崎
市
▽
同
�
敦

賀
市
▽
同
�
尾
道
市
▽
監
事
�
二

戸
市
▽
相
談
役
�
高
松
市

１
月
２１
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
病
院

協
の
役
員
会
で
は
、
開
催
市
議
長

の
村
田
芳
三
・
副
会
長
、
開
催
市

市
長
の
谷
藤
裕
明
氏
の
あ
い
さ
つ

の
の
ち
、
協
議
に
入
っ
た
。

当
日
は
自
治
体
病
院
経
営
に
関

す
る
要
望
改
定
案
、
今
後
の
会
議
・

運
動
日
程
な
ど
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。
同
要
望
は
、
１０
月
１８
日
に

開
催
さ
れ
た
役
員
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
た
要
望
を
一
部
改
定
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
要
望
の
柱

は
▽
財
政
措
置
▽
東
日
本
大
震
災

被
災
地
の
地
域
医
療
の
確
保
▽
医

師
不
足
・
偏
在
対
策
等
▽
緊
急
医

療
体
制
―
の
４
本
。
う
ち
、
財
政

措
置
で
は
自
治
体
病
院
の
経
営
基

盤
安
定
の
た
め
、
地
方
交
付
税
措

置
等
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

役
員
会
で
決
定
さ
れ
た
要
望
項

目
の
実
現
の
た
め
、
１
月
２８
日
に

は
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
に

よ
る
政
府
代
表
者
、
関
係
国
会
議

員
へ
の
要
請
活
動
を
実
施
す
る
�

次
号
掲
載
予
定
。

▽
焼
津
市
（
静
岡
県
）

〒
４
２
１
―
０
２
０
５

焼
津
市
宗
高
９
０
０
番
地

焼
津
市
役
所
大
井
川
庁
舎

TEL
０
５
４
（
６
６
２
）
０
５
３
０

FAX
０
５
４
（
６
６
２
）
０
５
３
１

高速協と病院協

予算確保で
佳境迎える

高
速
道
路
網
整
備
は「
命
の
道
」

高速協

供
用
率
は
７
割
に
と
ど
ま
り
不
十
分

経
営
安
定
に
向
け
て
要
望
決
定

病院協

不
採
算
医
療
部
門
担
う
自
治
体
病
院

�
松
下
新
平
・
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
�
野
田
聖
子
・
自
由
民
主
党
総
務
会
長
�
衛
藤
征
士
郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
会
長

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

�

�

�

高速協会長
田村雄二（苫小牧市）

病院協会長
田中修一（町田市）

�

�

�

�
細
田
博
之
・
自
由
民
主
党
幹
事
長
代
行
�
浜
田
靖
一
・
同
党
幹
事
長
代
理
�
竹
下
亘
・
同
党
組
織
運
動
本
部
長
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